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日本文教出版

社会の中で生活するためには，集団でのきまりを守って生活することが大切である。

価値観 集団の生活では，自己の権利や意見を主張することも大切だが，きまりを守ることで，

他者との関係をよりよくするだけでなく，守らないことが多くの人たちに迷惑をかけ

てしまうことに気付かせ，進んできまりを守ろうとする態度を養いたい。

本教材は，登ると幸せになれるという言い伝えのある「おおひとやま」に登った人

教材観 たちが，お守りに石を持って帰ることによりだんだん山が小さくなってしまうという

話である。きまりを守らず持って帰った人たちの行動の理由を考えることで，少しだ

けならいいという考えは，自分だけが困るのではなく，多くの人の迷惑につながるこ

とを理解させたい。

（展開）学習活動・主な発問 予想される児童の反応 指導上の留意点・評価

導入 １ 「少しだからいい」と

６分 思うのはどんなときか考

える。

○あと少しだからと思って ・約束の時間が過ぎても遊ん ・事前にアンケートをとり，児童の実態を把

やってしまったことがあ でしまった。 握し，話合い活動に生かせるようにする。

りますか。それはどんな ・約束の時間が過ぎてもテレ ・生活の中でのきまりをイメージさせなが

時ですか。 ビを見てしまった。 ら，ねらいとする価値項目を意識できるよ

・決まった時間を過ぎても， うにする。

ゲームをしていた。

展開 ２ 「おおひとやま」を読

んで話し合う。

５分 （１）「おおひとやま」の ・挿絵を提示しながら，話の内容把握

話を聞く。 ができるようにする。

４分 （２）話し合う。

○どんな気持ちで石を持ち ・幸せになりたい。 ・自分勝手な思いから，石を持ち帰っている

帰ったでしょう。 ・お守りとして大切にしよう。 ことを捉えさせる。

・記念に持って帰ろう。

７分 ○きまりができたのに，こ ・一つずつだからいい。 ・きまりができたのにもかかわらず，ここで

っそり石を持ち帰ったの ・幸せになりたいから，一つ も自己中心的な思いから持って帰ったこと

はどんな気持ちからでし くらいならいい。 を再確認する。

ょう。（ペア→全体）） ・たくさんあるから大丈夫。 ・こっそり持って帰っていることから，して

・みんなも持って帰っている はいけないことだと理解しながらも行って

から，一つずつならいい。 いることを捉えさせたい。

・見つからなければいい。 ・必要に応じて，「こっそり持ち帰る必要は

あったのかな」という補充発問を活用する。

10分 ◎おおひとやまが小さくな （石を持ち帰った人） ・ワークシートに書く時間を十分に取って，

ってしまったとき，みん ・自分だけが悪いのではない。 自分の考えがまとめられるように配慮す

なはどんなことを考えた ・どうしてやめなかったのだ る。



でしょう。 ろう。 ・自分の考えをまとめ終えたら，近くの席の

・石を持ち帰らなければ良か 友達と話し合うようにする。

った。 ・友達の発表を聞き，いろいろな観点から考

・きまりを守れば良かった。 えることができるようにする。

（石を持ち帰らなかった人）

・石を持って帰った人が悪い｡

・きまりを守らなかった人の

せいだ。

８分 ３ 「少しだからいい」と ・多くの人に迷惑を掛け ・自分のことだけを考えて，「少しだからい

いう考えで行動すること るからだめ。 い」という考えで行動すると，多くの人に

について話し合う。 ・みんなが困るからだめ。 迷惑をかけることを捉えさせたい。

〇「少しだからいい」とい ・自分も困るから良くな ・「少しだからいい」という考えが悪いだけ

うのは本当ですか。 い。 でなく，そのことで多くの人に迷惑をかけ

・人に迷惑をかけるから てしまうことがあることに気付くようにす

だめ。 る。

終末 ４ 今日の学習を振り 少しだけならいいという考えは，自

５分 返る。 分だけが困るのではなく，多くの人

〇今日の学習でどんな ・きまりを守って生活す の迷惑につながることを理解するこ

ことがわかりました ることが大切。 とができたか。

か。 ・きまりを守らないと人 （ワークシート・発表）

に迷惑をかける。 ・話し合った内容をもとにして振り返

ることで，きまりを守ろうとする意

欲を高める。

【各教科・領域との関連】 【準備物等】

学活「楽しい遠足にしよう」 挿絵，ワークシート


